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情報通信技術の医療福祉分野における役割
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取ると，年に   （）だった 製品あたりの
ビット数は年には  !（ ）段階に達して
おり， 年で 倍という爆発的拡大を続けている．
こんな凄まじい進化を続ける技術は過去に例が無い．













































































































































































































































































































































































































































































































































 太 　田 　　　茂
ば，網の目から漏れる人を減らす効果が期待できる．
そこで，伝達洩れ防止策としてマルチメディアの活
用，つまり，全員に周知すべき情報を墨字・音声・
点字・手話を並行して送受できる環境の整備を提唱
したい．
基本案として，まず，情報を電子化し，電話網や
放送網を用いて送信する．受信側は，必要に応じ，
墨字や点字あるいは音声化する．音声化や点字化が
難しい災害現場も想定して，音声や画像をそのまま
伝送できる通信環境の整備も考える必要がある．コ
ンピュータに電話をかけさせてもいい．肉声の方が
望ましいが大勢の要員召集は非現実的なので合成音
声で代用する．ただし，問合せに応じるため完全無
人化は難しい．聴覚障害者に対する 	自動配信
も可能とする．テレビの文字多重放送や音声多重放
送も利用したいが，商用放送との連携には，著作権
その他の法律への目配りが必要になる．なお，手話
の電送にはテレビ並の画質が必要である．
受信側では，視覚障害者は受信した電子文字を
音声や点字，拡大文字の形で利用する．送信元で音
声化した後の通報も可能とする． 聴覚障害者は受
信した電子文字をディスプレイで読むか印刷する．
	による通報や手話アニメーションの利用も可
能にする．高速伝送路が利用できる環境なら手話も
利用する． 視聴覚複合障害者は受信した電子文字
を点字化して利用する． 上肢障害者は受信した電
子文字をディスプレイで読むか音声化する．なお，
点字文書や録音済テープの郵送といった伝統的手段
は郵便制度が健在なら当然使えるものとする．
以上述べたように，マルチメディア環境は高齢者
や障害者の機能を補い社会参加を支援する役割を果
たすことができる．一方で，情報機器の進化は，環
境に適応できない情報障害者を切り捨てる危険性を
含んでいる．矛盾するようだが事実である．
米国リハ法条や通産省のアクセシビリティ指
針の影響で社会は変化し，視覚障害や上肢障害に対
応したパソコン，専用機器，ソフトウェアなどに適
用される : が制定される時代になった．通
産省指針の起案者としてこうした流れは嬉しい．既
に，視覚障害や上肢障害に対応した機器やソフトも
登場している．開発企業に敬意を評すると同時に，
より多くの企業の対応を切望する．
障害者対応機器の日米格差は利用者にも責任があ
る．公的補助制度が無い米国の障害者は社会参加の
コストとして製品を購入し市場を活性化させている．
優れた製品は利益を生むから企業は良い福祉機器を
安く提供する努力を継続する．しかし，補助金に頼
る限り市場は育たない．
マイコンの価格低下は福祉機器の分野にとっても
有利に働く．ただ，半導体産業では量販の可能性が
重視される．巨大な需要が見込めるゲーム機には先
端技術が投入されるが，需要が少ない福祉機器は手
作りのまま残される．こうした背景から，生産台数
が少い福祉機器の価格引き下げは難しい．そこで，
開発経費の公的補助や減免制度導入等の福祉機器開
発企業の支援策実施を行政に期待したい．
．おわりに
コンピュータでなすべきこととコンピュータでで
きることは必ずしも一致しない．福祉分野では前者
を優先させるべきである．例えば，パソコンは文章
作成にもインターネット利用にも役立つが，多くの
人はパソコン無しでも生活できる．しかし，視覚障
害者にとって音声機能付パソコンや盲人用読書機は
かけがえのない道具である．多様な環境下で人と人
を繋ぐ架け橋になりうるコンピュータは優れた福祉
機器という一面を持っているから，情報通信技術と
福祉は無縁ではありえない．
情報通信機器は，まだまだ未熟な使い難い製品で
はあるが，誰もが平等に情報を利用できる環境の実
現手段として不可欠な存在であり，我々の生活を豊
かにしうるものである．この技術を福祉分野で活用
する道を目指すのか，インフラ化した情報機器に適
応できない高齢者や障害者を切り捨てる社会を選ぶ
のかは，日本国民の考え方次第である．問題は多い
が長い目で見守り大切に育てたい．
筆者が福祉活動に関心を持つ技術者を集めて福祉
システム研究会を発足した年は，神戸大震災が
ボランティア活動を日本に定着させるずっと前で企
業内の社会活動はタブーに等しく，周りの目は冷た
かった．そんな時代を生きた人間として，福祉サー
ビスの需給関係が固定的であることが気になる．
ある障害者団体の総会で「他の障害者のために何
か努力したことがありますか？」と質問したら会場
が凍りついた．耳が聞こえなくても車椅子は押せる．
車椅子使用者も朗読奉仕はできる．目が見えなくて
も誰かの悩みを聞いてあげられる．他人の不幸に無
関心な人に世間の冷淡さを責める資格は無い．
高齢化社会には豊富な社会経験や優れた技術を持
ちながら，それを生かす機会が少ないことを嘆いて
いる人が大勢いる．そうした人たちの能力を社会に
活かそう．労力や資金面だけでなく，イベントの企
画とか行政に対する働きかけとか社会貢献の方法は
人の数だけある．前向きな高齢者と障害者が連携す
れば，日本を変えることも可能だろう．
